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５期生の浅利 集 さんから貴重な写真と、文章が寄せられま
したのでご紹介します。（「アバはなぜアバか？」の筆者）

●
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

「
あ
さ
が
来
た
」

を
見
な
が
ら
、
私

が
見
聞
し
た
範
囲

で
す
が
村
の
文
明
開
化
の
の
出
来
事
を

記
し
て
み
ま
し
た
。

明
治
政
府
が
本
格
的
に
動
き
出
す
の

が
明
治
四
年
か
ら
で
、
八
年
に
は
小
学

校
が
高
屋
の
お
寺
を
間
借
り
し
て
開
校

が
始
ま
り
ま
す
。
当
時
は
三
年
生
で
卒

業
。
農
業
・
林
業
・
羊
飼
い
・
子
守
り
・

養
蚕
業
の
お
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。

松
葉
で
は
、
上
杉
修
二
屋
敷
内
に
製

糸
工
場
跡
（
群
馬
の
富
岡
製
糸
工
場
の

小
規
模
な
工
場
）
が
あ
り
、
経
営
し
て

い
た
よ
う
で
す
。
景
気
が
良
か
っ
た
み

え
て
、
ダ
ッ
ト
サ
ン
乗
用
車
が
工
場
の

片
隅
に
あ
り
ま
し
た
。

吉
田
で
は
、
営
林
署
を
中
心
に
杉
の

苗
木
の
育
成
と
植
林
が
行
わ
れ
た
よ
う

で
す
。
浅
利
小
市
郎
家
で
は
、
製
材
及

び
廃
材
を
を
使
っ
て
お
盆
や
お
椀
を
作
っ

て
い
た
跡
が
あ
り
ま
し
た
。

浅
利
佳
一
郎
家
の
曽
祖
父
、
官
軍
数

十
名
が
桧
木
内
川
を
上
り
大
覚
野
を
越

え
、
鷹
巣
に
至
る
行
軍
に
一
泊
の
宿
を

提
供
し
た
。
そ
の
お
礼
に
政
府
か
ら
郵

便
事
業
の
免
許
を
得
て
資
産
を
投
資
し

て
の
事
業
に
乗
り
出
す
。
当
時
玉
川
に

ダ
ム
（
ミ
ノ
モ
ン
タ
の
祖
父
が
係
わ
る
）

を
建
設
す
る
。
現
場
と
の
電
話
連
絡
で

檜
木
内
郵
便
局
経
由
が
利
用
さ
れ
た
よ

う
で
す
。
ダ
ム
の
水
は
、
仙
北
平
野
を

潤
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
電
話
の
加
入

率
も
良
か
っ
た
よ
う
で
す
。

小
滝
の
田
代
家
祖
父
は
、
写
真
屋
で

出
張
し
て
フ
ラ
ッ
シ
ュ
を
燃
や
し
て
の

撮
影
で
し
た
。
皆
さ
ん
の
家
の
ア
ル

バ
ム
に
出
征
兵
士
を
送
っ
た
時
の
写

真
が
残
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
山

奥
の
村
で
あ
り
ま
す
が
、
先
輩
た
ち

が
時
代
に
乗
り
遅
れ
な
い
よ
う
に
努

力
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
子
供
の
教
育

に
は
熱
心
な
村
で
あ
り
ま
し
た
。
そ

こ
に
育
っ
た
私
達
四
期
生
の
修
学
旅

行
は
、
秋
田
市
。
魁
新
聞
は
「
山
猿

の
修
学
旅
行
」
と
揶
揄
し
た
記
事
を

載
せ
た
り
し
ま
し
た
が
、
大
都
会
の

荒
波
に
揉
ま
れ
な
が
ら
も
、
沈
む
こ

と
な
く
人
生
の
終
末
を
輝
い
て
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
諸
先
輩
の
霊

に
乾
杯
・
故
郷
に
乾
杯
。

●吉田集落の杉苗の

「苗圃」。今の体育館

の近辺。撮影年月日不

明。苗木育成に係わっ

た”あねっこ”達。右

上の男性は浅利 集 氏

のお父さん。大木は桂

の木では。（小林）

写真提供・浅利 集 氏

●村の「インテ

リジェント達」

昭和元年頃、場

所は旧「川口旅

館」か？真ん中

の恰幅のいい男

性は浅利小市郎

氏では。(小林)

写真提供

浅利 集 氏

●浅利 集 氏の文章を頂く中で、偶然ですが、小林の

義母(酒田市出身)の遺品の一つに「庄内戊辰の役」と

いう分厚い本があり、何気なくページをめくっていた

ら何と「秋田戦争」の庄内藩から見た史実がビッシリ。

その中で戊辰（明治元年）６月頃、西軍（官軍）が、

恭順を表明している会津と庄内を撃てと奥羽諸藩に命

令します。しかし、余りの理不尽に、逆に奥羽越列藩

同盟が結成され、鎮撫使の沢為量副総督と大山格之助

参謀一行が、逆に命からがら新庄から、官軍に寝返っ

た秋田に落ち延びた。その時に「桧木内の浅利家」に

１泊したものと思われる。浅利 集 氏によれば、人数

が多いため山口の浅利家と二手に分かれて宿泊と言わ

れてますが、吉田の浅利家には沢副総督、山口の浅利

家には大山格之助参謀が宿泊したと思われる。この後

阿仁・鷹巣を経て秋田市で鎮撫使の指導部が息を吹き

返し、壮絶な秋田戦争がおこり、大曲や角館、刈和野、

角間川などが戦場となる。尚、生保内も一部戦場とな

り双方合わせここでは五人の死者を出す。(小林建朗)

再
び
「
浅
利
氏
」

の
ル
ー
ツ
を
辿
る

●
「
若
あ
ゆ
」
四
号
で
浅
利
氏
の
ル
ー

ツ
の
さ
わ
り
を
掲
載
し
ま
し
た
が
、

膨
大
な
量
で
、
中
世
ま
で
さ
か
の
ぼ

り
、
我
々
素
人
に
は
無
理
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
「
浅
利
氏
」
は
桧
木

内
で
は
、
親
類
も
含
め
れ
ば
、
八
割

方
の
人
が
係
わ
り
を
持
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ど
こ
ま
で

真
実
に
近
づ
け
る
か
分
か
り
ま
せ
ん

が
み
ん
な
で
わ
か
る
範
囲
で
調
べ
る

の
も
面
白
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

本
同
窓
会
と
し
て
話
題
提
供
の
意
味

も
こ
め
て
「
若
あ
ゆ
」
に
掲
載
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
初
は
、
中
里
の
浅
利
本
家
と
言

わ
れ
て
い
る
浅
利
勝
五
郎
氏
の
御
実

家
に
伝
わ
る
先
祖
伝
来
の
槍
と
火
縄

銃
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
近
々
、
山
梨
県
の
大
月
市
に
あ
る

「
浅
利
地
域
」
訪
問
予
定

火縄銃（年代は不明）

槍（年代は不明）

我が家の味噌
NPO法人 えがったなあ

地元産の材料で造る

無添加手作り味噌

①１Kg入り５００円

（送料別途）

②10kg以上は桶・樽

で対応

販売代理店・前田商店

☎0187-48-2351FAX兼

●関東地区桧中同窓会維持の寄付金にご協力下さい。
★本同窓会の運営は、事業収入や寄付金などでまかなってます。

皆様厳しい経済状況とは存じますが、可能なご協力をお願い

する次第です。金額は、1000円単位の任意の額で結構です。

(3万円以内は130円の手数料です)

加入者名・関東地区桧木内中学校同窓会
口座番号・００１６０－２－４９６９００


